
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・各ブロックにおける一部
教科担任制の実施

・全学年で年間を通
して教科担任による
授業や合同授業を実
施。

・業者による放課後補習教
室「カムバック教室」、全
教員による補習「サンライ
ズ教室」の実施

・カムバック教室年
150回、サンライズ
教室年35回以上を
実施。

・朝読書・昼読書の時間の
設定　・学校図書館の環境
整備や興味・関心を高める
取組の推進

・年間延べ23時間以
上・館内案内板、年3
回の読書月間における
おすすめ図書紹介

・毎朝マラソン、マラソン
週間の設定

・マラソン週間を全
学年年間3回実施

・なわとびチャレンジ
ウィーク・なわとび大会の
設定

・学期に1回２週間
全学年で実施
・低・中・高におい
て３回外部講師を招
いた授業を実施

・夏季水泳教室、校内水泳
大会の実施

・夏季水泳教室６回
実施、２５mを泳げ
る高学年児童70%
以上にする

・来年度統合する松本小学
校との交流活動

各学年年1回以上の
実施

スマイル教室（エンカレッ
ジルーム）、教育相談室の
環境整備

環境整備日年3回以
上、活動や相談がしや
すい、落ち着いた明る
い空間づくりの実施

不登校児童や配慮が必要な
児童への支援の充実

月1回以上の校内委員
会、3・5年生のス
クールカウンセラーに
よる全員面談を実施

スクールカウンセラー、ス
クールソーシャルワーカー
との連携強化

スクールカウンセラーやスクー
ルソーシャルワーカー、巡回心
理士、巡回教員、特別支援教育
専門員等との情報共有やミニ研
修の場を月1回以上実施

③児童の実態把握に基づい
た指導の推進

「hyper-QU」年1
回、結果に基づくケー
ス会議の実施

学校ホームページの積極的
な配信

学校ホームページの
学校日記を毎日更新

教育活動の積極的な公開 年5日以上の学校公開
日設定、年5回以上の
参観アンケート実施

保護者評価の実施
学校関係者評価の実施

保護者評価は年１
回、関係者評価は年
２回実施

地域の花園やPTAと連携
した花の寄せ植え活動や
PTA花壇の花植え

①花の寄せ植え活動
年1回、PTA花壇の
花植え年3回実施

会議時間の短縮、校務支援
システムの活用

校務支援システムの活用
率100%にし、月の時間
外勤務時間平均６０時間
以内に設定

教員の組織的な育成 全教員年３回の指導
案作成、授業観察の
実施

令和6年度　江戸川区立鹿骨小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標 自立と貢献　〇よく考える子　〇思いやりのある子　〇じょうぶな子
目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・「確かな学力」「豊かな心」「健やかな身体の調和のとれた児童」の育成を果たす学校
・自立し貢献する児童
・組織人として共通実践し、各学年での指導責任を果たす教職員

前年度までの本校の
現状

学校公開の保護者の感想や年度末評価において、おおむね満足いただいている。全国学力学習状
況調査や東京ベーシック・ドリル診断シート、学校独自の標準学力調査においても、着実に学力
向上が図れている。

・全体的に学力は向上してきているが、高学年になるほど学力定着の二極化が見られる。
・特別支援教育の視点に立った学校運営、学級経営を推進していく必要がある。
・周年、統合に向け、地域との連携をさらに深めていく必要がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

体
力
の
向
上

学
力
の
向
上

〇読書科の更なる充実

〇授業改善の推進、学
習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得

〇運動意欲や基礎体力
の向上

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザイ
ンの視点を取り入れた
指導の実施・充実

〇エンカレッジルーム
の活用促進

不
登
校
・
い
じ
め
対
応

の
充
実

・hypaer-QUの活用

〇個に応じた指導の実
施

〇教育相談の強化

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

「花の寄せ植え活動を
始めとした、地域への
愛着や誇りを高める取
組の充実

「学校における働き方
改革プラン」に基づく
取組の実施

「教員研修の実施」

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校（園）ホーム
ページの充実等

学校（園）公開の実
施・充実

学校関係者評価の充実


